




























































































































一〇年代には渡米熱がピークになり定住志向も まった︒こ 傾向は一九二四年頃まで継続し が︑第二次大戦中に日系移民は強制収容所で生活することを余儀なくされる︒ が扱うのは︑日系アメリカ移民の日本語による文学活動であり それを支えていた移民地
の日本語新聞や日本書店︑そして収容所図書館といった文化的基盤である︒そして︑本書は︑ ﹁アメリカ移民の書く文学は日本 学かアメリカ文学か﹂という問いを︑移民をいずれかの国に帰属させる思考として退け︑移民文学の営みに目を向ける︒　
本書は全四部構成である︒第一部﹁アメリカに渡る法﹂では︑渡
米をうながす言説︑渡米物語の想像力や船旅で読まれ 文学について検討される︒第二部﹁サンフランシスコ︑日本語空間の誕生﹂では文学に必要な環境として 人とモノと情報 ネットワークた 日本語移民新聞や日本語書籍店の動態が検討される︒　
第三部﹁異土の文学﹂では初期移民文学︑殖民論と郷土小説︑在
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また︑収容所での表現である旅と便りのモチーフから︑家族とは離ればなれにならざるをえない収容も移民も︑同じく旅のメタファーとして捉えられることを示す︒　
こうして︑本書は一世から二世へという発展史観を避け︑作品の



















ごとの独自性・固有性 評価する︒しかし︑それを時系列的な因果関係に回収しようとするとき︑旧来の作家論的な改稿研究と同じ帰結へと陥ってしまう︒さらに生成論は各バージョンを解釈するゆえに︑その解釈の方法が検討 れなければ︑何 ために生成論を名乗るのか 意味が問われ ︒その解釈は生成論を導入する前から決まっていた ではないか︒そ した問題は ﹁宿命﹂といった︑解釈／研究 対象からはおよそ出てくるはず ない言葉が見られ本書にもつき とう︒　
本書の目的は︑生成論の方法を検討し有効性を獲得することと︑
















































体が混合した両文体で︑ふりがなは雅文体と仮名体 翻訳していたが︑ふりがなが消えた小説の文体は潜在 両 体となり︑作者声と読者の声 溶け合う同質的な読書経験が成立する︒ま ︑虚構の語りの場の描写・設定と現実の密室での読書の対応や︑裁判供述書や翻訳文学で用いられた﹁自分﹂という一人称や異国の女の言葉は︑自由間接話法を含め︑真実らしさをめぐる言 編成をもたらすとする︒　
第三部﹁歴史と物語﹂は歴史と物語が検討される︒幕末維新の志
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でのジェンダーへの関心を︑主体の外部の枠組み︑ある は非主体的な作用としての性表象として捉えるものだとすれば 坪井氏 仕事は狭義の日本近代文学史研究を大きく超える試みである︒　
第一部﹁感覚の近代﹂は︑近代化において形成される視覚中心主



















の心が︑脳内現象 しての心に変化 ていくなかでのアカデミズム／ジャーナリズムにおける無意識 概念からフロイト受容をたどる︒第一章では︑キ スト教によ 超越的な内面への注目と意識 構造を捉える心理学導入に伴い︑西周が﹁ ﹂ の使用に至り︑漱石が意識／無意識 境界領域へ注目す ように ったことをとりあげる︒第二章では︑催眠術 民間療法等に生き延び﹁無意識﹂ ・ ﹁副意識﹂ ・ ﹁潜在意識﹂等 用語が流布 ていく様を︑第三章では 実験心理学によって変態心理学が排除され︑フロイトの 理論がその空白を埋め ものとされたこと︑第四章では 夢解釈 無意識に迫るフロイトが︑反発されつつも魅力的な解釈装置として芥川無意識表象にも影響を与えたこ を論じる︒第五章では︑無意識理論が普及する際 雑誌﹃心理研究﹄が果たした役割と︑姉妹誌﹃変態心理﹄に精神分析が組み込まれ精神分析が周縁化されていく様を明らかにする︒　
第二部﹁芥川龍之介と大正期の﹁無意識﹂ ﹂では︑持続的に無意
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産は不完全なためジェンダー規範は常に変動し︑女性は均質ではなく様々な差異によって重層的多元的に構成されるという︒フェミニズム批評は︑女性作家を特権的で揺らぎのない主体とするが︑女として書く主体 規範から逸脱しつつも女というカテゴリー 交渉せざるを得ない︒書くことは亀裂の感覚を生きることであり︑女 して書くことは不安定なアイデンティティに生きることであるとして︑不安定で亀裂の入った の不完全性において︑読まれることに晒されている感覚という被読性︑呼びかけ れることへのず た応答という応答性が︑主体が書く場でマイノリティであることから生じるとする︒　
第一部﹁応答性と被読性﹂では︑近代文学が制度化される中で女






















































































富塚昌輝 ﹃近代小説 （ノベル） という問い
︱︱
日本近代文学の成立期をめぐって﹄
翰林書房︑二〇一五
友田義行﹃戦後前衛映画と文学
︱︱
安部公房×勅使河原宏﹄人文書院︑
二〇一二
